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北

１．アンケート

金沢：１２０件

＜事業目的＞

   北陸新

把握した

の開業後

２．居住地 

金沢：発地の

（関東：５２％

富山：発地の

（関東：４３％

高岡：発地の

（関東：３５％

３．福井県に

金沢：「ある

富山：「ある

高岡：「ある

４．福井県で

金沢：「永平

富山：「永平

高岡：「東尋

５．敦賀に訪

金沢：「ない

富山：「ない

高岡：「ない

北陸新

ト件数 （※３

件   富山：７

＞ 

新幹線敦賀延

たシンクタンク

後の傾向分析

の割合 

％、関西：１０％

の割合 

％、関西：１２％

の割合 

％、関西：２２％

に訪れたことが

」と回答：４５％

」と回答：７５％

」と回答：５９％

で思い当たる

平寺」「東尋坊」

平寺」「東尋坊」

尋坊」が全体の

訪れたことがあ

い」と回答：９５％

い」と回答：６０％

い」と回答：６６％

新幹

３地域の駅周

７３件   高

延伸に向けて

ク等が、新幹

析、委託先が

％、東海１２％

％、東海１５％

％、東海１６％

があるか。 

％、「ない」と回

％、「ない」と回

％、「ない」と回

る観光地は。 

」が各約30 名

」が全体の 50

の約50％、続

あるか。 

％ 

％ 

％ 

幹線敦

周辺の県外宿

岡：１１５件 

て、既存の観

幹線利用者の

が持つトレンド

％） 

％） 

％） 

回答：５３％ 

回答：２２％ 

回答：３８％ 

名、「恐竜博物

0％、「越前海

続いて「永平寺

敦賀開

宿泊者を対象

観光資源等を

のニーズなど

ド動向や発地

物館」「一乗谷朝

海岸」「恐竜博物

」、あと「越前海

開業に

象） 

を活用した施策

どから本市の状

地調査等から

朝倉氏遺跡」

物館」「芦原温

海岸」「恐竜博

に向け

策に、新幹線

状況を外部か

ら、本市に訪れ

「美浜・若狭」

温泉」「気比の松

博物館」「芦原

けた受

線利用者のニ

から客観的に

れる新幹線利

」が各１名程度

松原」「三方五

原温泉」「気比の

 

受け皿

ニーズという要

に分析するこ

利用者が求め

度 

五湖」 

の松原」 

皿づ

要素を加えた

ことで、さらな

めるであろう仮

は

社

る

き

あ

強

る

圏

 

 

づくり検

た、滞在時間

なるまちづくり

仮説や想定を

６．敦賀

金沢：

富山：

高岡：

７．北陸

金沢：

富山：

高岡：

８．北陸

金沢：

富山：

高岡：

９．北陸

金沢：

富山：

高岡：

 今年度事

は低く、また

社ですら敦

る昨今、観光

きるかが成

大きな課題

ある。 平成

強みをどの

る。首都圏

圏での認知

＜総

検討業

間の増加や民

に係る事業展

を作成し、受

賀で思い当た

なし 

氣比神宮１件

なし 

陸新幹線が敦

「知っている」

「知っている」

「知っている」

陸新幹線が敦

訪れたい、機

訪れたい、機

訪れたい、機

陸新幹線敦賀

「もっと PR した

「観光の充実

「情報発信」「

事業の観光

た敦賀市の

敦賀市の観光

光を推進す

成功の鍵であ

題は認知度

成 29 年度

のように活か

ニーズにマ

知度向上につ

総 括＞ 

業務

民間活力等の

展開の可能性

受け皿づくりの

たる観光地（関

件 

敦賀まで延伸

と回答：２３％

と回答：４９％

と回答：３６％

敦賀まで延伸

機会があれば訪

機会があれば訪

機会があれば訪

賀開業に向け

た方がいい」「

実」「市のアピー

「観光ＰＲ」と言

光意識調査

の観光につ

光コンテン

する地域に

ある。 

度の向上で

度において

かせばニー

マッチし、マ

つながると

務 結

の活用策を講

性・有効性は

の方策を検討

関東の人が回

伸することを知

％ 「知らない」

％ 「知らない」

％ 「知らない」

伸した場合、敦

訪れたい：８４

訪れたい：８７

訪れたい：８９

け、敦賀市に

「全国に発信し

ール」と言った意

言った意見が多

査や来訪者

ついてイメー

ンツや魅力を

にとっていか

であり、特に

は、観光客

ーズに応えら

マスコミや旅

と考えられる

結果概

講じることで、

はあるのか等

討する。 

回答分） 

知っているか

」と回答：７５％

」と回答：４８％

」と回答：６４％

敦賀に訪れて

％ 

％ 

％ 

に希望すること

した方がいい」

意見があった

多い。 

者動向調査

ージを持っ

を理解して

かに個性的

に北陸新幹

客のニーズ

られるかを

旅行会社が

る。 

概要（平

更なる効果

等、本市の今

か。 

％ 

％ 

％ 

てみたいか。

と。 

と言ったＰＲに

。 

査により、首

っていない人

ていない現

的で、魅力的

幹線敦賀延

ズを把握し、

を考え、敦賀

が興味を持

平成

果的・効率的な

今後の魅力向

。 

に関する意見が

首都圏での

人が多いこ

状がある。

的な観光メ

延伸に向けて

洗い出した

賀ならでは

持つような情

29 年

な事業展開

向上に向けた現

が多い。 

の北陸新幹

ことが明らか

観光におけ

ニューを数

て、首都圏

た敦賀市固

はの価値を

情報の発信

年 3 月

を検討する。

現状把握を行

幹線敦賀延

かになった

ける目的が

数多く揃え、

圏への情報

固有の観光

を生み出して

信、ＰＲを行

月） 

。旅行市場を

行う。他市町

伸への認知

。また、旅

が多様化し

、それを周

報発信が必

光資源の特

ていく必要

行うことが、

を

町

知度

行会

してい

周知で

必要で

特徴や

要があ

首都


